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Case 22-2005. An 81-year-old man with cough, fever, and altered mental status.

 (New England Journal of Medicine 2005 Jul 21;353(3):287-95.) 
■問診と身体診察から得られたプロブレムリスト■
#1  アジスロマイシン・アモキシシリンに反応しない発熱（悪寒を伴う）
#2  湿性咳嗽

#3  （悪化する）呼吸不全

#4  （進行する）全身性筋力低下

#5  （悪化する）意識障害

#6  不整脈

#7  高血圧

#8  心雑音

#9  CLLの既往

#10  リンパ節腫脹

#11  脾腫

■入院後に発見されたプロブレム■

#12  胸部レントゲン異常（リンパ節腫脹、胸水）

#13  血液学的異常（Bリンパ球優位の白血球増多、IgG・IgM低値、小球性貧血、血小板減少）

#14  髄液所見（グルコース高値、蛋白増加、T細胞優位の白血球増多）

#15  項部硬直
#16  MRI、MRA所見（左視床の病変、舌下神経管付近の神経鞘腫疑い、粥状硬化疑い）
